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足
立
、葛
飾
両
区
を
結
ぶ

飯
塚
橋
の
工
事

○
小
春
日
の
静
か
な
川
岸
に
灌
ぎ

す
る
主
婦
が
二
人
、
澄
ん
だ
水

に
波
紋
が
大
き
く
拡
が
つ
て
消

え
散
る
辺
か
ら
聞
え
て
き
た
、

ぎ
い
ー
つ
、
ぎ
い
ー
つ
と
い
う

櫓
の
き
し
み
に
、
知
り
人
を
見

付
け
た
ら
し
く
微
笑
ん
で
渡
舟

を
見
守
る
足
許
か
ら
鯉
が
一
匹

ぽ
ん
と
跳
ね
る

○
こ
の
田
園
の
静
寂
を
破
つ
て
、

足
立
、
葛
飾
に
ま
た
が
る
主
要

幹
線
路
を
結
ぶ
飯
塚
橋
架
橋
工

事
の
槌
音
が
昨
日
も
今
日
も
カ

ー
ン
、
カ
ー
ン
と
聞
え
て
い
る
。
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足立区財政白書 昭
和
二
十
八
年
度
上
半
期
の

区
財
政
事
情
の
公
表

昭
和
二
十
八
年

四
月
一
日
か
ら

九
月
三
十
日
に

至
る
ま
で
の
本

区
の
財
政
事
情

に
つ
い
て
そ
の
概
要

を
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

一

、
収

支
の

概
況

歳
入
予
算
に
つ

い
て

本
年
九
月
三
十

日
現
在
の
収
入

済
額
は
二
一
五
、
七
二
六
、
二
二

四
円
五
二
銭
で
予
算
額
に
対
す
る

収
入
歩
合
は
四
〇
・
五
%
で
、
そ

の
主
な
る
も
の
は
区
税
、
都
支
出

金
財
政
調
整
交
付
金
等
で
、
同
日

現
在
の
こ
れ
ら
の
収
入
歩
合
は
区

三
九
・
八
%
、
都
支
税
出
金
一
〇

・
三
%
、
財
政
調
整
交
付
金
三
四

%
で
、
ま
だ
相
当
の
低
率
を
示
し

て
お
り
ま
す
が
、
区
税
は
主
と
し
て

年
度
の
下
半
期
に
完
納
さ
れ
、

都
支
出
金
は
学
校
建
設
そ
の
他
今

後
に
お
け
る
事
業
の
進
行
に
従
い

逐
次
都
か
ら
交
付
さ
れ
財
政
調
整

交
付
金
は
規
定
に
よ
り
十
月
と
来

年
二
月
に
夫
々
二
分
の
一
宛
交
付

さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て

九
月
三
十
日
現
在
に
お
け
る
支
出

済
額
は
一
八
六
、
四
六
九
、
四
二

一
円
で
予
算
総
額
に
対
す
る
支
出

歩
合
は
三
五
%
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
主
な
る
も
の
は
教
育
費
、
区
役

所
費
、
土
木
費
等
で
同
日
現
在
の

支
出
歩
合
は
教
育
費
三
〇
・
二
%

区
役
所
費
五
・
〇
一
%
、
土
木
費

三
・
〇
八
%
で
あ
り
そ
の
他
の
経

費
に
つ
い
て
も
各
事
務
事
業
の
性

質
に
従
い
、
そ
の
執
行
状
況
は
順

調
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
又
懸
案
の
産
業
振
興
館

建
設
事
業
も
近
く
着
工
の
運
び
に

至
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

二
、
住
民
負
担
の
概
況

九
月
三
十
日
現
在
に
お
け
る
特
別

区
民
税
現
年
度
及
び
過
年
度
調
定

額
は
二
五
九
、
五
九
七
、
八
八
九

円
で
同
日
現
在
の
区
の
世
帯
数
七

〇
、
〇
八
〇
世
帯
人
口
三
〇
九
、

八
一
三
人
に
対
す
る
平
均
負
担
額

は
、
一
世
帯
当
り
三
、
七
〇
四
円

三
〇
銭
、
一
人
当
り
八
三
七
円
九

一
銭
と
な
り
ま
す
。

三
、
財
産
と
一
時
借

入
金

区
有
財
産
　
土
地
一
〇
九
、
三
三

四
・
八
九
七
坪
(
価
格
三
九
、
四

四
三
、
一
二
六
円
、
建
物
三
九
、

〇
九
〇
、
六
五
七
坪
(
価
格
三
五

九
、
八
一
八
、
九
二
五
円
)
立
木

竹
石
(
価
格
三
、
一
〇
四
、
〇
九

〇
円
)
工
作
物
(
価
格
一
一
、
二

四
四
、
六
六
六
円
)
現
金
預
託
金

有
価
証
券
(
三
一
、
〇
六
一
、
〇

三
四
円
)
動
産
(
九
二
、
四
五
一

、
一
七
六
円
)
合
計
五
三
七
、
一

二
三
、
〇
一
八
円

一
時
借
入
金
　
一
般
会
計
に
お
け

る
一
時
借
入
金
は
、
前
回
公
表
の

通
り
昭
和
二
十
七
年
度
支
払
資
金

と
し
て
昭
和
二
十
八
年
三
月
十
六
日

現
在
一
五
、〇
〇
万
円
を
借
入

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
四
月
六
日

ま
で
に
全
額
返
済
し
、
昭
和
二
十

八
年
度
に
つ
い
て
は
現
在
ま
で
一

時
借
入
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
別

会
計
で
は
公
益
質
屋
の
事
業
資
金

と
し
て
五
、
六
三
八
、
〇
〇
〇
円

を
都
か
ら
借
入
れ
て
お
り
ま
し
た

が
こ
れ
は
年
度
終
了
後
引
続
き
昭

和
二
十
八
年
度
事
業
資
金
と
し
て

同
額
を
借
換
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。

四
、
昭
和
二
十
七
年
度

歳
入
歳
出
決
算
概
況

昭
和
二
十
七
年
度
予
算
に
対
す
る

歳
入
歳
出
決
算
は
、
後
日
区
議
会

の
認
定
を
経
て
改
め
て
告
示
さ
れ

す
が
、
そ
の
概
況
を
示
す
と
次

の
通
り
で
す
。
一
般
会
計
に
お
い

て
は
歳
入
歳
出
予
算
総
額
五
一

七
、
二
三
五
、
三
七
八
円
に
対
し

収
入
実
績
四
八
六
、
三
三
〇
、
三

七
八
円
八
五
銭
で
九
四
%
の
収
入
率

を
示
し
て
お
り
ま
す
。
支
出
実

績
は
四
二
四
、
一
二
〇
、
四
三
二

円
七
五
銭
で
歳
出
予
算
の
八
二
%

と
な
つ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
結
果

歳
入
歳
出
差
引
残
金
六
二
、
二
〇

九
、
九
四
六
円
一
〇
銭
と
な
り
ま

す
。
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
歳

入
歳
出
予
算
総
額
三
〇
、
二
二
九

、
八
二
九
円
に
対
し
て
収
入
実
績

二
九
、
六
三
八
、
六
九
一
円
で
九

八
%
、
歳
出
実
績
二
九
、
六
三
八

、
〇
三
二
円
で
九
八
%
と
な
り
、

歳
入
歳
出
差
引
残
金
六
五
九
円
を

繰
越
致
し
て
お
り
ま
す
。

区
民
相
談

(
商
工
、
法
律
、
戸
籍
)

毎
月
第
一
、
第
三
木
曜
日

税
務
相
談

毎
週
木
曜
日

午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
区

役
所
会
議
室
で
行
つ
て
居
り

ま
す 生

活
利
便
の
た
め
に

=
住
民
登
録
実
態
調
査
=

〝
住
民
の
居
住
関
係
を
公
証
し

そ
の
日
常
生
活
の
利
便
を
図

る
と
と
も
に
常
時
人
口
の
状

況
を
明
ら
か
に
し
、
各
種
行

政
事
務
の
適
正
で
簡
易
な
処

理
に
資
す
る
〟

と
い
う
目
的
で
実
施
さ
れ
た
住
民

登
録
は
、
そ
の
後
各
位
の
御
協
力

と
御
理
解
に
よ
り
、
漸
次
所
期
の

効
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

今
回
更
に
こ
の
住
民
登
録
の
実
効

を
倍
加
さ
せ
よ
う
と
別
項
に
よ
り

住
民
登
録
実
態
調
査
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
最
近
住

所
の
異
動
は
も
と
よ
り
、
出
生
、

死
亡
、
婚
姻
、
離
婚
等
戸
籍
上
の

変
更
が
あ
つ
て
、
世
帯
が
変
つ
た

り
し
て
も
、
所
定
の
登
録
を
行
わ

な
い
者
が
あ
る
た
め
、
登
録
法
制

定
の
目
的
で
あ
る
常
時
人
口
の
実

態
、
居
住
関
係
の
公
証
、
行
政
事

務
の
簡
易
適
正
化
等
に
大
き
な
支

障
を
及
ぼ
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

所
か
ら
今
回
の
調
査
と
な
つ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

住
民
登
録
実
態
調
査
要
項

▲
調
査
期
間
は
昭
和
二
十
九
年
一

月
十
六
日
か
ら
二
月
十
五
日
ま
で

▲
調
査
方
法
は
調
査
員
(
区
職
員
)

が
区
内
全
世
帯
を
直
接
訪
問
し

て
、
住
所
、
氏
名
、
出
生
年
月
日

性
別

、
続
柄
、
戸
籍
の
表
示
、
住

所
を
定
め
た
年
月
日
、
職
業
等
に

つ
き
お
尋
ね
し
ま
す
。

共
同
募
金
好
成
績

で
お
わ
る

去
る
十
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
共
同

募
金
の
結
果
が
こ
の
ほ
ど
集
計
を

お
わ
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
本
区
の
募
金
目
標
額
は

二
百
四
万
六
千
円
で
し
た
が
、
募

金
額
は
二
百
十
七
万
六
千
四
百
九

十
八
円
と
目
標
額
を
上
廻
る
好
成

積
を
挙
げ
ま
し
た
こ
と
は
、
区
民

各
位
の
御
協
力
に
よ
る
も
の
と
共

同
募
金
足
立
区
協
力
会
で
は
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

新
入
学
児
童
の
父
兄
に

区
役
所
、
支
所
及
び
出
張
所
で
は

来
年
四
月
新
入
学
す
る
児
童
(
昭

和
二
十
三
年
四
月
二
日
～
二
十
四

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
)

の
調
査
を
近
く
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
住
民
登
録
台
帳
と
保

護
者
の
申
立
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る

も
の
で
、
来
年
一
月
初
旬
、
こ
の

名
簿
の
従
覧
期
間
を
設
定
、
新
入

学
児
の
進
学
に
万
全
を
期
す
る
も

の
で
す
。
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旧
軍
人
軍
属
の
恩
給

遺
族
の

扶
助
料
も
法
律
改
正
で
交
付

昭
和
二
十
八
年
以
来
停
止
さ
れ
て

い
た
軍
人
軍
属
の
恩
給
及
び
そ
の
遺
族

に
対
す
る
扶
助
料
が
今
回
の

恩
給
法
改
正
に
よ
り
新
ら
た
に
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

以
下
各
恩
給
に
つ
い
て
そ
の
概
略

を
説
明
し
て
見
ま
し
よ
う
。

普
通
恩
給
普
通
一
般
の
恩
給
で

軍
人
の
場
合
は
準
士
官
以
上
は
十

三
年
以
上
、
下
士
官
以
下
は
十
二

年
以
上
勤
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
貰

え
る
年
金
制
度
の
恩
給
で
仮
定
俸

給
額
(
別
表
)
の
三
分
の
一
の
年

金
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
但
し
こ

の
普
通
恩
給
は
誰
れ
に
で
も
全
額

支
給
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
四
十

五
才
未
満
の
者
に
対
す
る
支
給
は

全
額
停
止
、
四
十
五
才
か
ら
五
十

才
ま
で
が
半
額
、
五
十
才
以
上
か

ら
五
十
五
才
末
満
が
三
割
停
止
従

つ
て
七
割
が
支
給
さ
れ
五
十
五
才

以
上
に
な
つ
て
は
じ
め
て
普
通
恩

給
の
全
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

増
加
恩
給

傷
病
軍
人
に
支
給
さ

れ
る
年
金
制
度
の
恩
給
で
、
傷
病

の
程
度
と
退
職
当
時
の
階
級
に
応

じ
て
そ
の
金
額
が
定
め
ら
れ
ま
す

増
加
恩
給
の
場
合
は
必
ら
ず
普

通
恩
給
が
併
せ
て
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
つ
て
い
る
の
で
、
実
在
職

年
数
が
普
通
恩
給
権
発
生
に
必
要

な
最
短
在
職
年
数
に
達
し
な
い
場

合
で
も
最
短
在
職
年
数
を
勤
め
た

も
の
と
し
て
普
通
恩
給
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

傷
病
年
金
と
傷
病
賜
金

軽
傷
病
軍
人
を
対
象
と
し
て
そ
の

傷
病
の
程
度
と
退
職
時
の
階
級
に

応
じ
て
年
金
又
は
一
時
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
公
務
に
よ
る

傷
病
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
傷
病
を
受
け

た
本
人
が
将
校
な
ら
十
三
年
、
下

士
官
、
兵
な
ら
十
二
年
以
上
実
在

職
し
て
い
た
場
合
に
は
普
通
恩
給

は
傷
病
を
受
け
な
か
つ
た
者
と
同

じ
条
件
で
、
こ
れ
と
は
別
に
年
金

で
支
給
さ
れ
ま
す
。
従
つ
て
こ
の

恩
給
は
そ
の
在
職
年
数
と
は
無
関

係
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

普
通
扶
助
料

普
通
恩
給
を
受
け

て
い
た
も
の
が
、
死
亡
し
た
場
合

そ
の
遺
族
に
支
給
さ
れ
る
年
金
制

度
の
恩
給
を
い
い
ま
す
。
支
給
金

年
額
は
死
亡
し
た
本
人
が
受
け
て

い
た
普
通
恩
給
年
額
の
半
額
で
支

給
を
受
け
ら
れ
る
遺
族
の
範
囲
は

妻
、
満
二
十
才
以
下
の
子
、
父
母

満
二
十
才
以
上
の
不
具
廃
疾
で
生

活
資
料
を
え
ら
れ
な
い
子
、
祖
父

母
に
限
ら
れ
、
し
か
も
死
亡
し
た

者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
た
り

ま
た
は
生
計
を
共
に
し
て
い
た
こ

と
が
必
要
で
す
。

公
務
扶
助
料
公
務
に
よ
り
死
亡

又
は
病
死
し
た
者
の
遺
族
、
増
加

恩
給
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
に

そ
の
遺
族
に
支
給
さ
れ
る
年
金
制

度
の
恩
給
で
あ
り
ま
す
。

一
時
恩
給

普
通
恩
給
権
が
発
生

す
る
程
の
長
期
に

わ
た
ら
な
か
つ
た

短
期
在
職
者
に
支

給
さ
れ
る
一
時
金

制
度
の
恩
給
で
、

七
年
以
上
実
在
職

し
た
者
に
一
時
金

と
し
て
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。
但

し
こ
れ
に
は
条
件

が
あ
つ
て
、
引
続

き
七
年
間
実
在
職

し
そ
の
最
後
が
終

戦
に
ひ
つ
か
か
つ

て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
従
つ

て
幾
度
か
召
集
さ
れ
て
、
そ
の
期

間
を
通
算
す
れ
ば
七
年
以
上
に
な

る
と
い
う
場
合
や
、
七
年
以
上
実

在
職
し
た
が
、
戦
時
中
に
退
職
し

た
者
に
は
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

請
求
と
手
続

以
上
簡
単
な
恩
給
、
扶
助
料
の
説

明
を
致
し
ま
し
た
が
、
こ
の
手
続

や
請
求
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
区

役
所
民
生
課
に
お
問
合
せ
下
さ
い

な
お
民
生
課
で
は
扶
助
料
に
つ
い

て
毎
日
受
付
け
を
行
つ
て
お
り
ま

す
。仮

定
俸
給
年
額
表

(
旧
階
級
)

大

将
　

四
九
四
、
四
〇
〇
円

中

将
　

三
九
〇
、
〇
〇
〇
円

少

将
　

二
九
二
、
八
〇
〇
円

大

佐
　

二
四
四
、
八
〇
〇
円

中

佐
　

二
二
八
、
〇
〇
〇
円

少

佐
　

一
八
六
、
〇
〇
〇
円

大

尉
　

一
四
六
、
四
〇
〇
円

中
尉
　
一
一
五
、
二
〇
〇
円

小

尉
　
　

九
九
、
六
〇
〇
円

準
士
官
　

八
七
、
六
〇
〇
円

曹
長
　
　
七
三
、
二
〇
〇
円

軍
曹
　
　
七
〇
、
八
〇
〇
円

伍

長
　
　

六
八
、
四
〇
〇
円

兵

長
　
　

六
〇
、
六
〇
〇
円

兵
長
以
下
は
す
べ
て
兵
長
な
み
と
す

る
。

道
路
四
千
五
百
米
が

今
年
中
に
補
修
完
成

区
土
木
課
で
は
、
今
年
中
に
完
成

予
定
の
次
の
各
工
事
に
、
現
在
絶

え
ま
な
い
努
力
を
続
け
て
お
り
ま

す
。

○
道
路
工
事
(
路
面
補
修
及
び
道

路
側
溝
改
修
)

(
1
)
千
住
八
千
代
町
三
五
～
七
五
(
2
)

北
三
谷
四
四
三
～
三
一
〇
(
3
)
内
匠

町
二
三
～
花
畑
町
五
、
〇
四
七
(
4
)

大
谷
田
町
一

、
四
二
〇
～
六
六
一

合
計
延
長
四

、
四
一
六
米
工
費
四

九
七
万
円

○
橋
梁
工
事

(
1
)
庚
橋
復
旧
工
事
(
本
木
町
三
の

二
八
七
六
)
橋
長
三
米
巾
員
四
米

工
費
一
三
万
円

○
河
川
工
事
(
護
岸
復
旧
工
事
)

(
1
)
五
兵
衛
町
三
六
〇
(
2
)
蒲
原
町
一

七
〇
～
二
二
一
　
延
長
三
七
九
米
コ
ン

ク
リ
ー
ト
板
柵
(
柵
高
一
、

二
米
)
工
費
六
三
万
四
千
円

婦人消防署長が指揮
区 庁 舎 の 火 災 訓 練

十
一
月
二
十
八
日
午
後
十
二
時
三
十
分
、
区
役
所

裏
手
か
ら
発
火
し
た
火
の
手
が
、
折
柄
の
強
風
に

あ
ふ
ら
れ
て
、
忽
ち
木
造
二
階
建
の
全
庁
舎
に
延

び
よ
う
と
す
る
時
、
逸
早
く
駈
け
つ
け
た
消
防
自

動
車
が
一
台
、
二
台
…
…
八
台
と
放
水
を
は
じ
め

区
職
員
や
附
近
の
消
防
団
員
の
手
に
よ
つ
て
重
要

書
類
や
貴
重
品
、
備
品
の
類
が
無
事
に
運
び
出
さ

れ
た
。
通
報

が
早
か
つ
た

た
め
、
強
風

乾
燥
、
木
造

と
い
う
条
件
に
も

拘
ら
ず
約
七
十
坪

の
延
焼
で
区
庁
舎

の
被
害
を
最
小
限

度
に
喰
止
め
た
の

は
…
…
…
…
…
…

こ
れ
は
火
災
予
防

週
間
の
行
事
と
し

て
区
と
消
防
庁
第

六
方
面
本
部
、
千

住
消
防
署
が
中
心

と
な
つ
て
実
施
し

た
初
期
防
火
訓
練

の
一
こ
ま
。

当
日
は
一
日
消
防

署
長
に
区
内
婦
人
会
員
が
当
り
、

区
庁
舎
火
災
の
現
場
を
指
揮
す
る

な
ど
、
訓
練
と
は
知
ら
な
い
通
行

人
や
、
集
ま
つ
た
人
々
に
火
災
通

報
、
初
期
防
火
の
大
切
な
こ
と
を

充
分
知
ら
せ
る
効
果
を
挙
げ
た
。

二
十
八
日
ま
で

本
年
の
窓
口
事
務

本
年
の
区
役
所
の
御
用
納
は
十
二

月
二
十
八
日
で
、
二
十
九
日
以
後

は
各
課
、
出
張
所
と
も
、
小
数
の

職
員
が
出
勤
し
て
窓
口
事
務
に
従

事
す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す

が
、
休
暇
中
の
こ
と
な
の
で
、
帳
簿

そ
の
他
の
関
係
が
あ
り
ま
す
か

ら
大
切
な
御
用
件
に
つ
い
て
は
、

な
る
べ
く
二
十
八
日
前
に
、
手
続

な
り
申
請
な
り
を
と
つ
て
お
い
て

下
さ
い
。
な
お
、
死
産
、
死
亡
等
の

緊
急
事
務
に
つ
い
て
は
、
年
末
、

正
月
を
問
わ
ず
取
り
扱
い
ま
す
。
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教育委員会一週年 地
域
の
特
殊
性
を
生
か
し

教
育
の
民
主
化
に
堅
実
な
あ
ゆ
み

教
育
行
政
の
民

主
化
と
地
方
の

実
情
に
即
し
た

教
育
の
自
主
性

確
立
の
目
的
で

発
足
し
た
区
の

教
育
委
員
会
は

去
る
一
十
月
一

日
で
一
周
年
を

迎
え
ま
し
た

が
、
こ
の
間
合

議
制
の
独
立
し

た
執
行
機
関
と

し
て
種
々
の
困

な
事
情
の
も
と

に
区
及
び
区
議
会
と
密
接
な
協
調

を
保
ち
な
が
ら
、
区
の
地
域
的
特

殊
性
を
生
か
し
た
夜
間
中
学
、
特

殊
学
級
の
運
営
等
に
成
果
を
挙
げ
て

き
ま
し
た
、
以
下
教
育
委
員
会
〝
一

年
の
あ
ゆ
み
〟
に
つ
い
て
簡

単
に
触
れ
て
み
ま
し
よ
う
。

委
員
会
の
動
き

教
育
委
員
会
発
足
以
来
一
か
年
の

間
に
定
例
会
一
六
回
、
臨
時
会
六

回
計
二
二
回
が
開
か
れ
次
の
案
件

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
に
関
す
る
こ
と
　
　九
件

事
務
局
に
関
す
る
こ
と
　
　四
件

人
事
に
関
す
る
こ
と
　
　
　三
件

教
育
予
算
に
関
す
る
こ
と
　七
件

学
務
に
関
す
る
こ
と
　
　
一
八
件

校
舎
及
び
施
設
に
関
す

る
こ
と
　

三
二
件

校
地
に
関
す
る
こ
と
　
　
　六
件

社
会
教
育
に
関
す
る
こ
と
　四
件

寄
附
受
領
に
関
す
る
こ
と
　八
件

教
職
員
及
び
警
備
員
に
関

す
る
こ
と
　

七
件

計
　
九
八
件

事
務
局
の
機
構

教
育
委
員
会
発
足
当
時
の
事
務
局

の
機
構
は
教
育
長
の
下
に
学
校
教

育
課
、
社
会
教
育
課
、
指
導
室
が

設
け
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
本

年
八
月
一
日
学
校
施
設
の
拡
張
強

化
、
学
校
教
育
の
一
層
の
発
展
を

期
す
る
た
め
機
構
の
改
革
を
行
い

現
在
で
は
学
務
課
(
庶
務
係
、
学

事
係
)
管
理
課
(
施
設
係
、
会
計

係
)
社
会
教
育
課
(
文
化
係
、
体

育
係
)
指
導
室
と
な
つ
て
お
り
ま

す
。学

校
管
理
関
係

区
立
小
、
中
学
校
の
校
舎
及
び
校

地
の
関
係
は
次
の
通
り
に
な
つ
て

お
り
ま
す
。

校
地
の
現
況

小
学
校
(
校
地
坪
数
)

七
六
、
四
一
〇
坪
一
八
七

公
有
地

六
一
、
六
七
一
坪
七
四
五

借

地
一
四
、
七
三
八
坪
四
二
二

中
学
校
(
校
地
坪
数
)

五
〇
、
八
一
五
坪
六
九
一

公
有
地

四
四
、
八
八
二
坪
五
七

借

地五
、
九
三
三
坪
一
四

合
計
　
校
地
総
延
坪
数

一
二
七
、
二
二
五
坪
八
七

公
有
地

一
〇
六
、
五
五
四
坪
三
二

借

地
二
〇
、
六
七
一
坪
五
五

教
職
員
住
宅
敷
地
総
坪
数

一
、
〇
九
七
坪
五
三

公
有
地
　
九
四
〇
坪
〇
三

借

地
　
　一
五
七
坪
五
〇

校
舎
の
現
況

小
学
校
(
建
物
坪
数
)

二
六
、
五
四
五
坪
四
〇
六

中
学
校
(
建
物
坪
数
)

九
、
二
七
八
坪
七
五
四

教
員
住
宅
(
建
物
坪
数
)

三
六
四
坪

学
校
建
築
状
況

自
昭
二
八
、
十
一
、
一

至
昭
二
九
、
十
、
三
十
一

増

築
　

三
二
教
室

改

築
　

一
四
教
室

新

築
　

三
六
教
室

社
会
教
育
関
係

(
1
)
区
民
映
画
会
二
七
、
一
一
-
二

八
、
一
〇
、
三
〇

十
四
回
　
参
加
者
　

二
〇
、
九
〇
〇
名

(
2
)
巡
回
映
画
会
　
二
三
一
回

参
加
者
　
一
三
一
、
七
〇
〇
名

(
3
)
区
立
図
書
館
利
用
状
況

千
住
図
書
館
　五
〇
、
九
六
二
名

梅
島
図
書
館
　四
〇
、
〇
九
〇
名

計
　
九
一
、
〇
五
二
名

(
4
)
移
動
図
書
館
利
用
状
況

利
用
者
一
般
　
七
、
二
四
二
名

〃
　
生
徒
　

六
、
五
二
八
名

計
　一

三
、
七
七
〇
名

(
5
)
成
人
学
校
開
設
状
況

第
六
回
　
会
場
　
区
立

一
中
、
区
立
二
中

科
目
=
簿
記
、
編

物
、
珠
算

生
徒
数
=
一
五
四
名

第
七
回
　
会
場
　
区
立

十
五
中科

目
=
洋
裁
、
英

会
話
、
家

庭
料
理
、
音
楽

、
ラ

ジ
オ
の
知
識

生
徒
数
=
一
八
七
名

第
八
回
　
会
場
　
区
立
七
中

科
目
=
謄
写
技
術
、
洋
裁
　

ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
作

り
方
、
花
の
活
方

生
徒
数
=
一
五
六
名

学
事
関
係

(
1
)
学
校
給
食
状
況

実
施
校
　
二
八
校

一
週
四
日
制
(
B
型
)
一
二
校

同
　
三
日
制
(
C
型
)
一
六
校

給
食
費
一
か
月
平
均
　
B
型
二
一

〇
円
　
C型

八
〇
円

文
化
祭
盛
況
裡
に
お
わ
る

日
常
生
活
に
お
け
る
情
操
を
養
い

教
養
を
た
か
め
文
化
の
向
上
を
は

か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
る
足
立
区
文
化
祭
は
今
年
で
第

三
回
目
を
迎
え
各
部
門
に
お
け
る

活
動
態
制
も
漸
く
軌
道
に
の
り
、

区
民
各
位
の
親
睦
と
慰
安
の
上
か

ら
も
大
き
な
成
果
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
第
三
回
文
化
祭

は
去
る
十
月
二
十
九
日
か
ら
十
一

月
二
十
九
日
ま
で
の
一
か
月
間
に

わ
た
り
十
二
種
目
に
の
ぼ
る
部
門

の
展
覧
会
や
大
会
が
行
わ
れ
参
加

者
団
体
十
五
、
個
人
六
九
〇
名
、

観
覧
者
延
一
万
四
千
人
と
い
う
盛

況
で
し
た
。

(
写
真
右
は
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル
)

亀
有
排
水
場
完
成

大
谷
田
町
六
一
〇
番
地
に
建
設
中

で
あ
つ
た
「
亀
有
排
水
場
」
が
、

こ
の
ほ
ど
写
真
の
通
り
完
成
、
大

谷
田
町
附
近
の
排
水
や
洪
水
期
の

浸
水
防
止
に
一
役
買
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
同
排
水
場
に
は
、
日

立
製
作
所
で
初
め
て
作
ら
れ
た
斜

流
ポ
ン
プ
が
取
付
け
ら
れ
一
分
間

に
四
四
立
方
米
の
水
が
排
水
さ
れ

ま
す
。
こ
の
斜
流
ポ
ン
プ
と
い
う

の
は
、
排
水
ポ
ン
プ
に
よ
つ
て
押

し
出
さ
れ
た

水
が
、一
た

ん
タ
ン
ク
に
入

つ
て
、そ

こ
か
ら
落
差

に
よ
り
自
然

に
流
れ
落
ち

る
も
の
で
、

従
来
の
排
水

ポ
ン
プ
よ
り

ぐ
つ
と
能
率

が
上
る
も
の

と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
(

写
真
上
)


